
対応のないt検定 

ｔ検定    ： ・ｎ数が１００以下 
          ・母集団の標準偏差が不明な場合 



 ある小学校で、１年生の身長に男女差があるかどうかを調べるために男子６名、 

女子４名を無作為に選び、身長を測定しました。 

      男子（ｃｍ）   １２４   １２０  １２２  １１６  １１８  １２０ 

      女子（ｃｍ）   １１３   １１４  １１５  １１４ 

 この結果から、この小学校の１年生の平均身長は女子より男子の方が高いと 

いえるかどうか、有意水準０．０５で検定しなさい。 

＋ ＋ 

帰無仮説： 男子と女子の平均身長は等しい 

  標本サイズ   ｎ１＝６ 、 ｎ２＝４ 

  標本平均    ｘ１＝１２０、 ｘ２＝１１４ 

  標本分散    ｕ１
２＝８、 ｕ２

２＝０．６７ 

 

 

統計量     ｘ１－ｘ２       １２０－１１４ 

     Ｔ＝  ｕ１
２  ｕ２

２  ＝  ８         0.67      ＝ ４．９ 

         ｎ１   ｎ２     ６     ４ 

棄却域 片側検定 ｔ(ｆ、α）＝ｔ（６、0.05）＝1.943 

比較   Ｔ＝4.9＞1.943  結論 男子の方が女子より高いといえる 
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ｎ＜１００ ｔ検定 母集団の標準偏差未知 



自由度ｆ＝6、有意水準α＝0.05のときのｔの値を求める 

ｔ＝ｔ（ｆ、α）＝ｔ（6、0.05）＝1.943 

両側検定 
 TINV(確率,自由度) 
 
片側検定 
 TINV(2×確率,自由度) 



Minitab 
①データを入力 

②統計→基本統計→2サンプルｔ検定 をクリック 

③サンプル１と２にデータ列を選択 

④ 

⑤仮説差は０とする 

⑥チェックレを入れてOK 

⑦ 



実行結果 

0.05以下なの
で有意差あり 



t-検定: 分散が等しくないと仮定した２標本による検定

男子 女子
平均 120 114
分散 8 0.67
観測数 6 4
仮説平均との差異 0
自由度 6
t 4.90
P(T<=t) 片側 0.00
t 境界値 片側 1.943
P(T<=t) 両側 0.003
t 境界値 両側 2.45

Excel 

①分析ツールから選択 

②該当するセルを選択 

０を入力 

チェック入れる 

実行結果 

0.05以下なの
で有意差あり ｔ値4.9＞1.943なので

有意差あり 


